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社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 
・高梁総合福祉センター内 
・電話（0866）22‐7243

第26号 

　５月２９日、早朝より高梁長寿会の会員約８０名が、高梁中央公園周辺の清掃活動を
行いました。 
　この日は晴天に恵まれ、公園内の草取り、ゴミ拾い、また紺屋川周辺の清掃を実施
し、わきあいあいと楽しく会話を弾ませながらの清掃活動となりました。 
　市民みなさんが『笑顔』で公園で遊んだり、町並みを歩いてくれることが、私たち
の「元気の源」を合言葉に、がんばっています。 

第26号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成21年7月15日発行

ふれあいサロン活動………………（2）～（3）
平成20年度事業報告・決算………（4）～（6）
アンケート集計結果 …………………………（7）
福祉委員連絡会総会開催について …（8）～（9）

もくじ
地域活動報告 ……………………（10）～（11）
ふれあい相談と援助 ……………………（12）
寄付 ………………………………（13）～（14）



第26号

（2）

　高梁市社会福祉協議会では、今年度も『ふれあいサロン活動』事業の
申請受付を行っています。６月末現在の申請団体は、37団体です。 

福
地
地
区
　
す
み
れ
サ
ロ
ン 

六
月
三
十
日
、
落
合
町
福
地
の
本

村
公
会
堂
で
す
み
れ
サ
ロ
ン
会
員
七

名
が
集
ま
り
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
す
み
れ
サ
ロ
ン
は
活
動
二
年

目
で
、
毎
月
一
回
集
ま
り
、
お
茶
を

し
た
り
、
調
理
を
し
た
り
し
て
楽
し

く
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
が
持
参
し
た
『
投
扇
（
と
う
せ
ん
）』

で
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
投
扇
は
平
成
十
九
年
度
に
高

梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会
か
ら
い

た
だ
い
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具

で
、
同
校
が
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
を

実
施
し
、
そ
の
収
益
金
で
購
入
し
た

も
の
で
す
。

投
扇
の
投
げ
た
扇
が
的
に
当
た
る

度
に
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
て
、

皆
さ
ん
と
て
も
い
い
笑
顔
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

お見事、命中しました。
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訪問入浴車が
新しくなりました

ふれあいサロン活動助成金の交付基準についてふれあいサロン活動助成金の交付基準について

活動の
目　的

活動の
対象者

主　な
活動例

実　施
場　所

活動に
対する
助　成

こ
の
度
、
訪
問
入
浴
事
業
所
で
は
、

入
浴
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

入
浴
車
と
は
、
介
護
保
険
の
要

支
援
１
か
ら
要
介
護
５
の
方
を
対

象
に
、
寝
た
き
り
の
高
齢
入
浴
困

難
の
方
を
、
在
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
す
る
た
め
の
福
祉
車

輌
で
す
。

在
宅
で
入
浴
に
お
困
り
の
方
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
主
治
医
と
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

1
介
護
保
険
課
（
@2
７
２
４
４
）

玉
川
町
中
杉
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
が
多
く
、
月
に
一
回
公
民
館
に
常
会

を
兼
ね
て
集
ま
り
、
茶
話
会
を
通
じ
て
ふ
れ

あ
い
や
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
一
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
が
「
地
域
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
」
と
題
し
て
講
話
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
で
は
、「
介
護
保
険
」
の
こ
と
や

「
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
方
法
」
等
、
誰

に
聞
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皆
さ
ん
で
昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら

は
童
謡
な
ど
の
歌
を
歌
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
支

え
合
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

社協職員の講話に耳を
傾ける中杉サロンの皆さん

中
杉
サ
ロ
ン
の
昼
食
時
の
よ
う
す

高梁市社会福祉協議会では、ふれあいサロン活動を積極的に支援し
ていきます。活動についての相談やお問い合わせは、お気軽に本所地
域福祉課又は各支所へお尋ねください。

実施基準及び助成金交付基準等
子どもから高齢者まで、安心していきいきとした生活ができるよう地域住

民が集まって交流し、ふれあいを通じて「閉じこもり予防」、「生きがいづく
り」、「健康の保持」、「介護予防」、「子育て支援」等の活動を行うこと。
①「ひとり暮らし」、②「虚弱のため家に閉じこもりがちな高齢者」、③
「障害者とその家族」、④「子育て中の親等」、⑤「社会的孤立・不安を抱
える人々と住民（ボランティアを含む）」
とのふれあいを通じて孤立の予防、生きがいづくり、健康の保持、介護予
防、子育て支援等を行う地域で組織する団体
①閉じこもりがちな高齢者へ声掛けを行い、お茶を飲んだり、おしゃべり
を楽しむ場をつくる。
②健康増進や機能維持を目的としたレクリエーションができる場をつくる。
③子育て中のお母さんたちが集まり、お互いの悩みを話したり、楽しく子
育てができるための意見交換ができる場をつくる。
等、参加者の興味、興味のある内容を工夫することで、みんなが楽しく参
加できるもの。
実施場所は屋内でも屋外でもよい。コミュニティセンター、公民館、集

会所、民家など参加者が気軽に立ち寄れる場所とする。
一ふれあいサロン当たりの助成金の額は、次のとおりとする。

①概ね５町内会以下でのサロン　30,000円以内／年
②大字単位でのサロン　 70,000円以内／年
③町単位でのサロン　　　　 100,000円以内／年
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～「地域福祉の向上」を目標に実践した決算ができました～

社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、平成21年5月21日、高梁総合福祉センターで理事
会を、高梁総合文化会館で評議員会を開催し、平成20年度事業報告及び一般会計・特別会計
の収支決算などが理事会で認定、評議員会で承認されました。

歳 出 歳 出 歳 出 

た
す
け
あ
い
・

さ
さ
えあ
い

た
す
け
あ
い
・

さ
さ
えあ
い

た
す
け
あ
い
・

さ
さ
えあ
い

介護保険収入 
221,162千円 
（42.5％） 

経常経費補助金収入 
100,401千円 
（19.3％） 

受託金収入 
88,742千円 
（17.1％） 

法人運営 
110,410千円 
（21.3％)

在宅福祉サービス 
102,152千円  
（19.8％） 

地域福祉推進事業  
17,745千円 （3.4％） 

共同募金配分金事業  
6,534千円（1.3％） 

福祉サービス利用援護事業 
5,006千円（1.0％） 

その他事業 
7,779千円 
（1.5％） ＜その他事業内訳＞ 

保健センター事業 

ボランティアセンター活動事業 

企画広報事業 

地域福祉活動基金等 

資金貸付事業 

 

2,181 

2,622 

2,090 

858 

28

（千円） 

経理区分間繰入金収入 
30,353千円（5.8％） 

事業収入 
20,305千円（3.9％） 

寄付金収入 
17,811千円（3.4％） 

施設整備等補助金収入 
11,679千円（2.2％） 

会費収入 
8,668千円（1.7％） 

共同募金配分金収入 
6,226千円（1.2％） その他収入  

15,289千円 
（2.9％） 

※当期の収支差額3,724千円です。 

※会費収入の内訳は社協賛助会員会費収入8,215千円 

　及び福祉移送サービス会員会費収入453千円です。 

＜その他収入内訳＞ 
自立支援費等収入 

会計単位間繰入金収入 

負担金収入 

受取利息配当金収入等 

借入金利息補助金収入 

借入金元金償還補助金収入 

積立預金取崩収入 

助成金収入 

貸付事業等収入 

雑収入 

 

4,374 

866 

1,307 

1,610 

303 

2,330 

2,750 

120 

236 

1,393

評
議
員
会
で
提
案
説
明
を
す
る
平
田
会
長 

平成20年度 

一般会計 
決　算 

平成20年度 

一般会計 
決　算 

歳 入 歳 入 歳 入 

介護保険事業 
267,286千円  
（51.7％） 

（千円） 

520,636千円 516,912千円 
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平成20年度に皆さんからいただいた浄財等は次の事業で使わせていただきました。

千 

千 

1,608

2,841

1,280705

1,511

120

150

4,758 14

308

393

2,089

1,956

8,293

（千円） 

（千円） （千円） 

（千円） 

〈平成20年度  会費及び寄付金を財源とした事業〉 〈平成20年度  会費及び寄付金を財源とした事業〉 



第26号

（6）

高梁市遺族連合会（大月健一会長）は6月
17日、高梁総合文化会館で平成21年度総会を
開催しました。開会にあたり大月会長から
「会員の高齢化が進んでいるが、皆さんのご
協力を得ながら、またおひとりおひとり一層
の絆を強くしてこの会を今まで以上に発展さ
せていきたい」とあいさつ。続いて議事に移
り、20年度事業報告と決算及び21年度の事業
計画と予算が承認されました。

総会で挨拶をする大月会長

岡
山
県
共
同
募
金
会
高
梁
市
支
会
〈
事
業
・
決
算
報
告
〉

岡
山
県
共
同
募
金
会
高
梁
市
支
会

の
理
事
会
と
評
議
員
会
が
五
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

【
実
績
額
】
六
百
四
十
八
万
七
千
二

百
三
十
七
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山

県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

【
使
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら

三
百
四
十
九
万
円
の
配
分
を
受
け
て

福
祉
団
体
、
ボ
ラ
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

四
十
六
団
体
へ
助
成
を
し
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

【
実
績
額
】
二
百
八
十
五
万
四
千
三

百
九
十
八
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡

山
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
ま
し

た
。

【
使
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら

二
百
七
十
三
万
六
千
円
の
配
分
を

受
け
、
年
末
に
福
祉
活
動
を
重
点

的
に
展
開
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
十
二
団
体
に
対
し
助
成
を

行
い
ま
し
た
。
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貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

先般発行した、ふれあい福祉第23号の「アンケートにご協力ください」で、皆
さんの貴重な回答をいただきましたので、今回、集計結果をお知らせいたします。

全体的に『現状でよい』という回答をいただきました。よく読まれている記事は「自
分たちの行事が載っている記事」が多く、続いて「ふれあいサロン活動」や「ボランテ
ィア活動」等の地域福祉活動に関心を持たれていました。また、会費や寄付金の使途に
ついても関心が高く、もっと詳しく説明してほしいという回答もありました。今後は、
「社協がどんなことをやってるのか」や「社協の役割」等を広報紙でわかりやすくお知
らせしていきますので、ご協力をお願いいたします。

問1 発行回数について 問2 ページ数について

問3 文字の大きさについて 問4 文章と写真のバランス

問5 いつも読んでいるか 問6 よく読まれる記事（複数回答可467）

問7 記憶に残っている記事 問8 その他、ご意見ご感想

○自分たちの行事が載っているもの
○ふれあいサロン事業の記事

（ほのぼのとしてよい）
○地域の方のボランティア活動記事
○社協全般的な記事
○毎回の地域活動報告
○社会福祉協議会への寄付の記事
○表彰等、地域や施設でご活躍されている方
の記事

○誰にでもわかりやすい広報紙作成を希望します。
○決算報告は詳細かつ明確にして。
○シルバー人材センターの情報をもっと
掲載してほしい。
○高齢者が気軽に参加できる場の情報提供を。
○心が和む広報紙の作成を期待しています。
○読みやすく写真でも紙面でもあたたかさが
感じられる。
○毎号、とても楽しみにしています。

☆
依
頼
世
帯
数一

二
、
八
八
〇
戸

☆
回
答
数
　
二
八
六
件

☆
回
答
率
　
二
・
二
％
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福祉委員連絡会が5月28日の成羽地区を皮切りに市内15箇所で開催されてい
ます。市内全地域の高齢者や障害者及び児童青少年等が安心して暮せるよう
『目配り』、『気配り』、『見逃さない運動』を推進するため、活発な意見交換等
を行い、地域での活躍を目指しています。

「福祉委員」は地域の重要な役割を担っています。ここ
では福祉委員の地域での福祉活動をお知らせします。
①自分が日ごろ暮らしている担当区での福祉関係の問
題把握、必要に応じて社協等に連絡する

②日常生活のなかでの、一人暮らし家庭などの見守り
③配食サービス等の福祉サービスへの協力
④ミニデイサービスの支援
⑤災害等緊急時、警察署、消防署等への情報提供によ
る支援協力

⑥ふれあいサロン活動の積極的な支援
※お年寄りをはじめ多くの人々は、「住み慣れた地域で家族や友人とともに暮らした
い」という願いをもたれています。その願いを実現するため、地域の人々が横の
連携を密にし、より一層の「見逃さない運動」を推進しています。

社
会
福
祉
協
議
会
の
依

頼
に
よ
り
町
内
会
で
選
出

さ
れ
、
町
内
会
を
活
動
の

範
囲
と
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
気
配
り
・

目
配
り
を
し
、
お
互
い
に

励
ま
し
あ
い
さ
さ
え
あ
う
」

と
い
う
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
お
世
話
を
す
る

人
を
い
い
ま
す
。

※
任
期
は
二
年
で
す
。

ここで
質問

次に、会費の
会員制度のこ
とについてお
話します。

福
祉
委
員
と
は
？

各会場で開催されている福祉
委員連絡会総会では、委員から
の活発なご意見が出ています。

（主な内容）
①福祉委員の役割について
②社協の活動について
③会費について
④サロン活動について
⑤米寿写真について　など

○ふれあいサロン
○配食サービス
○米寿祝い品贈呈
○日常生活用品貸出
○移送サービス

など

福祉委員の
お仕事とは？

福祉委員の主な活動例 色んなサービスが
利用できます。

福祉委員 ご本人 地域社会
見守り・声かけ

協力呼びかけ

参加呼びかけ

参加



皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

こ
の
『
会
員
制
度
』
も
二
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
周
知

不
足
も
あ
り
、「
会
員
制
度
の
意
義
」

や
「
会
費
の
使
途
が
わ
か
り
に
く
い
」

と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

こ
の
『
会
員
制
度
』
は
平
成
十
九

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
合

併
前
に
は
旧
有
漢
町
、
旧
川
上
町
、

旧
備
中
町
で
行
わ
れ
て
お
り
、
旧
高

梁
市
、
旧
成
羽
町
に
は
会
員
制
度
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
的

に
も
年
々

福
祉
に
対

す
る
ニ
ー

ズ
が
高
ま

っ
て
き
て

お
り
、
高

梁
市
も
同
様
に
高
い
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
以
前
か
ら

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
事
業
収
入
、

そ
の
他
の
財
源
を
得
な
が
ら
福
祉
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
創
意
工
夫

に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
財
政
難

が
囁
か
れ
て
い
る
中
で
、
行
政
か
ら

の
財
源
に
依
存
し
す
ぎ
る
こ
と
で
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
こ
と
、
ま
た
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
き
め
細
か
い
福
祉
活
動
が
制

約
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
が
行
っ
て
い
る
事
業

は
、
制
度
に
則
っ
た
上
で
実
施
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
制
度
か
ら
漏
れ

る
人
、
い
わ
ゆ
る
「
対
象
外
と
な
る

人
」
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
方
を
何

と
か
し
て
支
援
す
る
の
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
し
な
が
ら
、

合
併
協
議
会
等
で
検
討
し
た
結
果
、

地
域
で
住
む
人
が
お
互
い
手
を
取
り

あ
い
、「
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
」

で
安
心
し
て
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
に
は
地
域
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
く
浄
財
こ
そ
地
域
の
福
祉
の
向

上
に
な
る
も
の
と
判
断
し
、
こ
の
賛

助
『
会
員
制
度
』
を
全
市
で
実
施
し
、

市
民
皆
様
に
会
費
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
会
費
の
使
途
」
に
つ
い
て

は
、
地
域
福
祉
活
動
事
業
で
あ
る
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
中
心
に
、
ふ

れ
あ
い
相
談
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

広
報
紙
五
ペ
ー
ジ
に
会
費
を
財
源
と

し
た
事
業
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
会
費
は
、
貴
重
な
浄
財
で
す

の
で
、
事
業
執
行
に
あ
た
り
、
理
事

会
及
び
評
議
員
会
で
十
分
審
議
し
、

承
認
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
全
体
が
支
え
あ
っ
て
、
お
互

い
や
地
域
を
育
て
て
い
け
る
「
地
域

力
」
を
高
め
る
た
め
に
社
会
福
祉
協

議
会
は
地
域
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

年
度
も
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ

い
」
と
「
市
民
参
加
に
よ
る
福
祉
事

業
の
維
持
充
実
」
を
図
る
た
め
に
賛

助
『
会
員
制
度
』
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
平
田
　
重
光
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この「福祉委員
活動のてびき」
は各町内会で選
出された福祉委
員さんが持って
います。

『福祉委員』は、本社会福祉協議会と市民の皆
様を結ぶ大切なパイプ役でありますので、地域や
町内会で起きている福祉に関する問題など、どん
な出来事でも結構ですので、情報提供をお願いい
たします。
また、皆様からお寄せいただいた会費が、高梁

市の地域福祉に活かされていますので、平成21年
度も引き続き会員制度について十分ご理解いただ
けるよう町内会の皆様に説明をお願いいたします。

◎普通会員 高梁市民 １口　1,000円

◎法人会員 市内の事業所を含む法人等

１口　3,000円

◎ふるさと会員

市外居住者 １口　3,000円

◎特別会員 特別な協力者 １口　5,000円

☆１口以上のご協力をお願いいたします。
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六
月
十
二
日
、
今
年
度
三
回
目
の
高

梁
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
総
勢
三
十
名

で
、
午
前
中
は
吉
備
国
際
大
学
の
小
幡

太
志
先
生
を
迎
え
「
高
齢
者
の
筋
力
向

上
に
つ
い
て
」
の
講
話
を
聴
い
た
後
、

「
腰
痛
体
操
」
と
呼
ば
れ
る
体
操
を
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
午
後
か

ら
は
高
梁
城
南
高
校
環
境
科
学
科
一
年

生
十
三
人
の
生
徒
と
「
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
」

等
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

高
梁
北
婦
人
会
「
華
の
会
」
に
よ
る
朗

読
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
聞
き
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
六
日
、
や
す

ら
ぎ
の
里
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
で
、
平
成
二
十
一
年
度

備
中
福
祉
委
員
連
絡
会
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。福

祉
委
員
、
福
祉
の
む

ら
づ
く
り
団
体
代
表
者
、

民
生
委
員
児
童
委
員
等
、

計
三
十
七
名
が
参
加
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
か
ら
平
成
二
十

年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
一
年
度
事

業
計
画
及
び
福
祉
委
員
の
手
引
き
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
町
内
八

地
区
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
を
ひ
と
つ
の

家
族
と
し
て
、
見
守
り
を
積
極
的
に
し

て
い
こ
う
。」
や
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

事
業
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

で
、
も
っ
と
周
知
し
て
い
こ
う
。」
等
、

活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

六
月
三
日
、
有
漢
西
小
学
校
の
三
、

四
年
生
二
十
四
人
が
高
齢
者
疑
似
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
体
に
お
も

り
を
つ
け
、
手
足
の
関
節
を
固
定
し

た
り
、
視
界
を
狭
め
る
た
め
ゴ
ー
グ

ル
を
は
め
た
り
、
耳
に
耳
栓
を
し
て

児
童
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
想
像
し
て

い
る
『
高
齢
者
』
で
、
疑
似
体
験
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
か
ら
「
こ
ん
な
に
体
が

六
月
十
二
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
さ
ゆ
り
苑
で
は
、
避
難
訓
練
・
消

火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
、
職
員
あ
わ
せ
て
十
六
人

は
担
当
の
方
か
ら
避
難
経
路
の
確
認
、

消
火
器
の
設
置
場
所
の
確
認
、
自
動

通
報
装
置
の
操
作
方
法
の
説
明
を
受

け
た
後
、
厨
房
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
と
想
定
し
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

普
段
の
生
活
で
は
気
に
留
め
て
い

な
か
っ
た
物
が
避
難
時
に
障
害
物
に

な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
非
常
時
使
用

で
あ
る
た
め
、
め
っ
た
に
使
わ
な
い

自
動
通
報
装
置
の
操
作
方
法
に
つ
い

て
も
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
消
火
訓

練
を
行
い
、
消
火
器
を
用
い
て
の
消

火
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

動
か
ん
か
っ
た
り
前
が
見
に
く
い
と

は
思
わ
ん
か
っ
た
。」
や
「
う
ち
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
ゆ
っ
く
り
な
ん
は
、

こ
う
い
う
事
だ
っ
た
ん
か
。
も
っ
と

助
け
て
あ
げ
よ
う
。」
と
い
う
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

同
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
児

童
た
ち
は
実
際
に
老
人
福
祉
施
設
を

訪
問
し
、
直
接
、
高
齢
者
と
接
し
て

こ
の
体
験
を
活
か
す
計
画
で
す
。

高　梁

高校生たちと魚釣りゲームを
楽しむ会員たち

高齢者疑似体験のようす

備中福祉委員連絡会研修会の
ようす

ささゆり苑の避難訓練のようす

高校生とゲーム等で楽しく交流
高梁地区ミニデイサービス

有　漢
高齢者疑似体験教室の開催

有漢西小学校

成　羽
避難訓練・消火訓練の実施
グループホームささゆり苑

備　中
備中福祉委員連絡会研修会
やすらぎの里センターハウス
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四
月
二
十
三
日
、
給
食
配
送
や
高

齢
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

践
し
て
い
る
有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
じ
さ
い
の
会
（
加
藤
淑
子
会
長
）

が
岡
山
地
方
裁
判
所
へ
行
き
、
五
月

二
十
一
日
か
ら
全
国
で
ス
タ
ー
ト
し

た
裁
判
員
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

実
際
に
そ
の
制
度
で
使
用
さ
れ
る

刑
事
事
件
の
法
廷
を
見
学
し
た
り
、

裁
判
を
傍
聴
し
た
後
、
担
当
者
か
ら

裁
判
員
制
度
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

会
員
か
ら
は
、「
も
し
か
し
た
ら
自

分
も
裁
判
員
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
て
お
か
な
い

と
」
や
「
初
め
て
裁
判
所
に
来
て
、

と
て
も
緊
張
し
た
。
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
た
。」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
日
常
生
活
用
具
の
貸
出
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

用
具
の
種
類
は
特
殊
ベ
ッ
ド
、

車
イ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
、

電
動
昇
降
機
で
、
利
用
料
は

『
無
料
』
で
す
。

対
象
は
、
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
て
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人
及
び
、
認
定
を
受
け
て

い
る
う
ち
、
要
支
援
１
・
２
要

介
護
１
の
人
で
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
２
以
上
の

人
で
も
旅
行
等
で
必
要
な
場
合

は
短
期
間
で
の
貸
出
も
行
っ
て

い
ま
す
。

貸
出
の
期
間
は
三
ヶ
月
で
す

が
、
引
き
続
き
必
要
な
場
合
は

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課

又
は
各
支
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

法廷内での記念撮影

有　漢
移動研修会開催

有漢町ボランティア団体あじさい会

今回から、皆さんのこころ温まる作品を掲載させてい
ただくことになりました。第１回目は、成羽のグループ
ホームささゆり苑の方の作品を掲載いたします。

☆次回もみなさんのこころ温まる作品の掲載を予定して
いますので、お楽しみに。

作

作

作
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福
祉
総
合
相
談 

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談 

常
任
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談 

身
体
障
害
者
相
談
員 

身
体
障
害
者
相
談 

 

高梁本所 

 

有漢支所 

成羽支所 

川上支所 

備中支所 

 

高梁本所 

 

有漢支所 

 

成羽支所 

 

川上支所 

 

備中支所 

 

高梁本所 

 
有漢支所 

成羽支所 

川上支所 

備中支所 

10日、24日（月） 

 5 日、12日、19日、26日（水） 

高梁総合福祉センター 

 

 

 

 

 7 日、21日（金） 

13日、27日（木） 

高梁総合福祉センター 

19日（水） 

有漢ふれあいセンター 

28日（金） 

吹屋公民館 

 

 

19日（水） 

備中高齢者生活福祉センター 

 6 日（木） 

高梁総合福祉センター 

 

 

 7 日（月） 

 2 日、9日、16日、30日（水） 

高梁総合福祉センター 

 

 

 

 

 4 日、18日（金） 

10日、24日（木） 

高梁総合福祉センター 

16日（水） 

有漢保健センター 

25日（金） 

成羽総合福祉センター 

24日（木） 

川上保健センター 

 

 

 3 日（木） 

高梁総合福祉センター 

種　別 区　分 8　　月 9　　月 担　当 
相談員 

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。 

☆相談時間　10：00～15：00

☆相談予約・問合せ 
高梁本所　1@27243　　有漢支所　1%73218　　成羽支所　1$22005 
川上支所　1$89770　　備中支所　1$53131
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高梁市社会福祉協議会へ平成21年5月と6月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
落
合
町
　
河
原
　
孝
助

（
故
・
ヲ
ク
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
前
田
　
仁
志

（
故
・
伴
已
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
森
脇
　
和
人

（
故
・
美
恵
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
間
町
　
平
井
　
啓
之

（
故
・
武
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
井
田
　
忠
弘

（
故
・
久
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
坂
田
　
繁
雄

（
故
・
春
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
内
山
下
　
藤
井
チ
ヨ
メ

（
故
・
初
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
鈴
村
　
圭
子

（
故
・
上
田
利
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町
　
猶
原
　
秀
夫

（
故
・
廣
士
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
林
原
　
弘
昌

（
故
・
ス
ミ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
森
田
　
安
子

（
故
・
尹
久
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
村
田
　
靖
幸

（
故
・
千
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
栗
元
　
　
晃

（
故
・
尚
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
住
田
　
美
好

（
故
・
正
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
樋
口
　
富
恵

（
故
・
静
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
川
西
　
武
郎

（
故
・
慶
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
石
田
　
幸
恵

（
故
・
学
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
端
町
　
妹
尾
　
　
尚

（
故
・
益
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
小
見
山
　
幸

（
故
・
和
春
様
の
ー
）

金
一
封
　
吉
備
中
央
町

w
森
　
　
学

（
故
・
基
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
加
藤
　
秀
男

（
故
・
智
恵
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
土
田
　
道
子

（
故
・
昌
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町
　
荻
野
　
耕
三

（
故
・
陶
山
伝
五
郎
様
の
ー
）

十
万
円
　
八
幡
町
　
兒
玉
津
年
子

（
故
・
一
彦
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
丸
橋
　
祥
児

（
故
・
玲
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
　
公
司

（
故
・
智
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
宮
田
　
将
夫

（
故
・
專
三
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
林
原
　
弘
昌

（
故
・
ス
ミ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
川
西
　
武
郎

（
故
・
慶
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
宮
田
　
将
夫

（
故
・
專
三
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
》

十
万
円
　
巨
瀬
町
　
井
上
　
義
信

（
故
・
茂
様
の
ー
）

金
一
封
　
福
岡
県
　
上
村
　
　
満

（
故
・
卓
爾
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
加
藤
　
秀
男

（
故
・
智
恵
子
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
西
　
　
光
春

（
故
・
良
孝
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
渡
辺
　
暉
夫

（
故
・
美
智
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
樋
口
　
富
恵

（
故
・
静
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
森
x

宏

（
故
・
道
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
土
田
　
道
子

（
故
・
昌
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
赤
城
　
　
薫

（
故
・
ト
キ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
小
坂
　
吉
生

（
故
・
包
夫
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
坂
田
　
繁
雄

（
故
・
春
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
千
葉
県
　
土
田
　
良
雄

（
故
・
常
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
田
中
　
真
澄

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
湯
浅
　
恵
子

（
故
・
琢
巳
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
中
上
　
國
治

（
故
・
繁
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
後
藤
　
公
美

（
故
・
菊
野
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
星
　
原
　
平
松
　
勇
夫

（
故
　
ユ
キ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
地
　
畝
尾
猶
太
郎

（
故
・
緑
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
臘
　
数
　
山
室
　
政
志

（
故
・
光
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
相
原
さ
つ
き

（
故
・
宏
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
川
上
美
代
子

（
故
・
祝
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
三
宅
　
貫
也

（
故
・
千
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
村
上
　
愼
治

（
故
・
克
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
金
子
　
玉
惠

（
故
・
貢
悟
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
迫
本
　
光
章

（
故
・
昌
利
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
西
油
野
　
村
上
　
一
成

（
故
・
百
栄
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
　
山
　
小
田
美
穂
子

（
故
・
友
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
藤
田
ス
ミ
ヨ

（
故
・
朝
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
岡
本
ミ
ヨ
子

（
故
・
昭
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
　
山
　
植
田
　
理
章

（
故
・
邦
香
様
の
ー
）

金
一
封
　
奈
良
県
　
三
宅
隆
一
郎
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（
故
・
茂
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
内
田
　
幹
夫

（
故
・
サ
ワ
エ
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
三
〇
〇
・
三
〇
一
回
目
）

二
三
、
九
二
五
円
　
中
原
町

働
く
婦
人
の
家
グ
ル
ー
プ
祭
実
行
委
員
会

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
売
上
収
益
金
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
熊
本
　
　
勉

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
徳
田
　
伸
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
野
田
　
数
馬

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
杉
本
　
　
元

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
秋
葉
　
　
將

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
新
山
ト
ク
ヨ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
細
川
　
新
吾

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
三
　
沢
　
川
上
　
次
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
村
上
小
代
子

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

この広報紙は再生紙を使用しています。 

金
一
封
　
七
　
地
　
渡
辺
富
美
恵

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
中
山
　
忠
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
亀
川
　
多
恵

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
松
本
　
美
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
東
油
野
　
前
迫
　
達
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
　
山
　
林
　
　
政
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
村
上
　
　
彰

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
》

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
　
一
式

下
　
原
　
原
田
　
豊
子

（
退
職
記
念
と
し
て
）

五
月
十
五
日
発
行
（
第
二
十
五

号
）
に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）

一
般
寄
付

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
長
谷
川
　
久

（
正
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
長
谷
川
　
久

今
回
か
ら
編
集
後
記
を
掲
載
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
高
梁
市

の
合
併
に
伴
い
、
本
社
会
福
祉
協

議
会
も
平
成
十
七
年
度
に
合
併
し

て
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

「
ま
だ
ま
だ
『
社
協
』
と
い
う
団

体
が
何
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
ご
意

見
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
も
市

が
発
行
し
て
い
る
「
広
報
た
か
は

し
」
と
混
同
さ
れ
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、「
社
協
は
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
」
や
「
社
協
職
員

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ

と
を
少
し
ず
つ
で
す
が
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
域
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
活
動

や
福
祉
関
係
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

人
々
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

『
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

広
報
紙
作
成
』
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａプラン……260円 
Ｂプラン……420円 
Ｃプラン……590円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 

安
心
を 
 

支
え
ま
す 

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 

 本　　所1@27243　有漢支所1%73218 
成羽支所1$22005　川上支所1$89770　 
備中支所1$53131 まで 


